様式T-49

　　　　　　　　　　　　　　　中間検査用工事監理状況報告　（木造・枠組工法）　　　　　　　　　　【様式例　4】
中間検査申請時に、省令様式（４面）の代替として

本工事監理状況報告を添付することができます。

特定工程〔建て方〕

	項目
	確認事項
	年月日
	確認
方法
	結果
	不適合部分の処理状況
	備考

	地盤
	敷地地盤の状態（地盤調査の要否）
	
	
	
	
	

	基礎形状
	種類　（布、ベタ、その他）
	
	
	
	
	

	
	立ち上がり
	
	
	
	
	

	土台
	寸法の制限、耐力壁下部に設置
	
	
	
	
	

	基礎と土台と

緊結

（ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ）
	階数3：φ12㎜以上、長さ35cm以上
	
	
	
	
	

	
	間隔：2ｍ以下
	
	
	
	
	

	
	階数3：開口部のたて枠から15cm以内
	
	
	
	
	

	床組
	床根太寸法の制限
	
	
	
	
	

	
	床根太支点間距離及び間隔の制限
	
	
	
	
	

	
	開口部：同寸以上の床根太で補強
	
	
	
	
	

	
	耐力壁直下の床根太：原則補強
	
	
	
	
	

	
	床材に使用する材料の厚さの制限
	
	
	
	
	

	
	床根太と土台、頭つなぎの釘打ち状況
	
	
	
	
	

	耐力壁
	下枠、たて枠、上枠の寸法
	
	
	
	
	

	
	たて枠の欠け込みと穴あけの状況
	
	
	
	
	

	
	面材の張り方（種類、釘ピッチ・長さ）
	
	
	
	
	

	
	耐力壁線相互の間隔、水平面積の制限
	
	
	
	
	

	
	外壁の耐力壁線相互の交差部
	
	
	
	
	

	
	隅角部、交差部：各々3本以上のたて枠
	
	
	
	
	

	
	たて枠と直下の床枠組との緊結方法
	
	
	
	
	

	
	耐力壁相互の緊結方法
	
	
	
	
	

	
	開口部の幅の制限
	
	
	
	
	

	
	ホールダウンの位置及び施工状況
	
	
	
	
	

	小屋組
	垂木、天井根太の寸法の制限
	
	
	
	
	

	
	垂木間隔及び屋根下地材の厚さの制限
	
	
	
	
	

	
	垂木及びトラスと上枠等との緊結方法
	
	
	
	
	

	
	屋根又は外壁の開口部の制限
	
	
	
	
	

	その他
	防腐措置（GL+１m以下の部分等）
	
	
	
	
	

	備考
	1． 年月日欄には、項目を確認した月日を記入する。

2． 確認方法欄には、「立会目視」（Ａ）、「立会採寸」（Ｂ）、「施工記録」（Ｃ）
「写真」（Ｄ）、その他（Ｅ）のいずれかの方法を記入する。

3． 結果欄には、「適」、「不適」を記入する。


